
遮熱・断熱塗料動力源不要の省エネ化技術 施
工
容
易
で
効
果
大

環
境
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

ユ
ー
ザ
ー
の
利
便
性
向
上

　
そ
こ
で
、
テ
イ
カ
の
開
発

し
た
赤
外
線
遮
へ
い
酸
化
チ

タ
ン
「
Ｊ
Ｒ
―
１
０
０
０
」

は
、
太
陽
光
中
の
近
赤
外
線

を
遮
蔽
す
る
機
能
が
あ
り
、

樹
脂
な
ど
に
配
合
さ
れ
る

と
、
近
赤
外
線
を
内
部
へ
吸

収
す
る
の
を
抑
制
で
き
る
と

い
う
。

　
こ
れ
を
塗
料
に
利
用
す
れ

ば
、
建
物
や
道
路
の
他
、
機

械
や
自
動
車
な
ど
の
温
度
上

昇
を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が

る
。
同
社
の
赤
外
線
遮
へ
い

酸
化
チ
タ
ン
は
透
明
で
１

マ
イ
ク
ロ
は
１
０
０
万

分
の
１

の
粒
子
径
を
持

つ
。
粒
子
径
が
大
き
く
、
塗

料
中
で
均
一
に
分
散
し
、
近

赤
外
線
の
反
射
に
大
き
な
効

果
を
発
揮
。

　
一
般
的
な
顔
料
用
酸
化
チ

タ
ン
よ
り
日
射
反
射
率
が
よ

く
、
上
塗
り
を
工
夫
す
れ
ば

暗
色
で
も
反
射
能
力
の
あ
る

塗
料
に
で
き
る
。

　
環
境
対
策
と
い
う
面
か
ら

遮
熱
塗
料
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
メ
ー
カ
ー
も
多
い
。
神
東

塗
料
で
は
「
さ
わ
や
か
な
環

境
の
提
案
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
過
去
か
ら
水
性
化
に
力

を
入
れ
て
き
た
。
遮
熱
塗
料

に
対
し
て
も
「
遮
熱
・
断
熱

サ
ン
カ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
」
と

し
て
水
性
塗
料
を
中
心
に
し

た
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
構
築
し

て
い
る
。

　
下
塗
り
か
ら
上
塗
り
ま
で

水
性
塗
料
で
揃
え
て
お
り
、

金
属
系
、
窯
業
系
の
屋
根
、

建
築
物
外
装
向
け
に
使
用
す

る
こ
と
で
、
塗
装
面
の
表
面

温
度
を

度
―

度
Ｃ
低
減

す
る
事
が
可
能
で
あ
る
。

　
ま
た
、
道
路
用
の
「
Ｓ
Ｐ

レ
フ
レ
ク
タ
ー
」
も
遮
熱
機

能
を
有
し
て
お
り
、
特
に
夏

期
に
お
け
る
路
面
温
度
の
上

昇
を
抑
制
す
る
効
果
を
有
す

る
。

　
環
境
を
意
識
し
た
製
品
作

り
で
知
ら
れ
る
水
谷
ペ
イ
ン

ト
。
遮
熱
塗
料
の
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
も
豊
富
だ
。
「
快
適
サ

ー
モ
」
は
特
殊
顔
料
に
よ
っ

て
、
赤
外
線
を
反
射
。
屋
根

温
度
を

―

度
Ｃ
程
度
下

げ
、
室
内
温
度
の
上
昇
を
緩

和
す
る
。

　
ま
た
、
ハ

イ
パ
ー
遮
熱

シ
リ
ー
ズ
は

遮
熱
顔
料
に
よ
る
反
射
と
、

メ
タ
リ
ッ
ク
粒
子
の
反
射
を

組
み
合
わ
せ
、
よ
り
効
率
的

に
赤
外
線
を
反
射
す
る
。
メ

タ
リ
ッ
ク
粒
子
は
ロ
ー
ラ
ー

施
工
し
て
も
色
ム
ラ
が
発
生

し
な
い
。
水
系
の
ほ
か
金
属

系
の
屋
根
材
に
対
応
で
き
る

弱
溶
剤
系
も
用
意
し
、
工
場

屋
根
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
う

っ
て
つ
け
と
い
う
。

　
さ
ら
に
同
社
が
得
意
と
す

る
ナ
ノ
テ
ク
を
用
い
た
「
水

系
ナ
ノ
シ
リ
コ
ン
」
は
、
経

年
変
化
を
最
小
限
度
に
抑
え

る
。

　
ユ
ー
ザ
ー
の
利
便
性
を
考

え
、
塗
料
と
し
て
の
み
な
ら

ず
、
断
熱
塗
料
パ
ウ
ダ
ー
だ

け
の
販
売
も
行
わ
れ
て
い

る
。

　
東
亜
シ
ス
テ
ム
ク
リ
エ
イ

ト
は

年
か
ら
扱
っ
て
き
た

米
国
製
断
熱
塗
料
「
ヒ
ー
ト

カ
ッ
ト
」
を
販
売
す
る
ほ

か
、
そ
の
微
細
セ
ラ
ミ
ッ
ク

真
空
ビ
ー
ズ
成
分
の
み
を
粒

状
化
し
、
一
般
の
塗
料
に
混

ぜ
て
使
え
る
「
ヒ
ー
ト
カ
ッ

ト
パ
ウ
ダ
ー
」
と
し
て
も
販

売
し
て
い
る
。

　
自
動
車
の
下
回
り
や
排
気

系
な
ど
の
断
熱
に
用
い
ら
れ

て
き
た
製
品
だ
が
、
輻
射
熱

ふ
く
し
ゃ

を
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ビ
ー
ズ
が
放

射
す
る
こ
と
で
防
断
熱
を
図

る
し
く
み
で
、
一
般
塗
料
に

混
ぜ
て
塗
装
す
る
だ
け
で
断

熱
効
果
の
ほ
か
結
露
防
止
効

果
も
期
待
で
き
る
と
い
う
。

　
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
は
、

日
中
だ
け
で
な
く
、
熱
帯
夜

の
原
因
と
な
り
、
エ
ア
コ
ン

の
利
用
を
増
や
す
結
果
と
も

な
る
。
日
中
、
太
陽
光
が
コ

ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
に
あ
た

る
と
、
周
囲
の
建
物
や
地
面

に
反
射
し
、
外
気
温
の
上
昇

を
ま
ね
く
。

　
ま
た
、
そ
の
熱
が
吸
収
蓄

熱
し
熱
帯
夜
の
原
因
と
も
な

る
。
松
岡
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

業
は
遮
熱
塗
料
「
ロ
ー
ド
ク

ー
ラ
ー
」
は
遮
熱
効
果
を
持

っ
た
塗
料

「
ク
ー
ル
ジ

ョ
ブ
」
と
、

太
陽
光
を
入

射
角
と
同
じ
角
度
で
反
射
す

る
。

　
再
帰
反
射
効
果
を
持
つ
特

殊
ガ
ラ
ス
ビ
ー
ズ
「
ク
ー
ル

ビ
ー
ズ
」
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
る
塗
料
で
、
壁
面
の
温
度

上
昇
を
抑
え
、
近
隣
の
建
物

や
道
路
な
ど
に
乱
反
射
し
て

の
温
度
上
昇
や
蓄
熱
も
防
ぐ

と
い
う
し
く
み
だ
。

　
建
物
の
温
度
上
昇
の
原
因

の
お
よ
そ
７
割
が
、
窓
や
ド

ア
な
ど
の
開
口
部
か
ら
に
よ

る
入
射
光
と
も
い
わ
れ
る
。

ま
た
、
強
い
夏
の
日
差
し
に

含
ま
れ
る
紫
外
線
を
浴
び
す

ぎ
れ
ば
皮
膚
に
悪
影
響
も
出

か
ね
な
い
。

　
イ
ン
タ
ー
セ
プ
ト
の
赤
外

線
・
紫
外
線
を
カ
ッ
ト
す
る

「
エ
コ
シ
ー
ル
ド
」
は
、
ガ

ラ
ス
の
上
か
ら
貼
り
付
け
る

フ
ィ
ル
ム
と
ガ
ラ
ス
面
に
施

工
す
る
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
が

あ
る
。
い
ず
れ
も
紫
外
線
は

％
、
近
赤
外
線
を

％
前

後
カ
ッ
ト
し
、
複
層
ガ
ラ
ス

に
入
れ
替
え
な
く
て
も
、
温

度
上
昇
を
軽
減
で
き
、
夏
場

な
ら
最
大
で
８
度
Ｃ
下
げ
る

と
い
う
。
ま
た
、
フ
ィ
ル
ム

は
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
に
も

な
り
、
地
震
な
ど
に
際
し
て

の
安
全
対
策
に
も
つ
な
が

る
。

５せめぎ合う国産ソフト

製品の特徴生かして直販

ワ
ー
ク
ス
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

ＮＴＴコムが無償提供緊急時対策、海外移管も遠隔地ＤＣへのデータ保存
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ム

は
、
業
務
デ
ー
タ
を
遠
隔
地
の
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー

Ｄ
Ｃ

に
記
録
・
保
存
す
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
無
償
提
供
す

る
。
今
夏
に
予
想
さ
れ
る
電
力
供
給
不
足
へ
の
対
策
と
し
て
、
同
サ
ー
ビ
ス
へ
の
引
き
合

い
が
東
日
本
大
震
災
の
発
生
前
に
比
べ
て
３
―
５
倍
に
増
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
受
付
時

か
ら
３
カ
月
間
は
無
償
で
業
務
デ
ー
タ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
無
償
提
供
後
の
継
続
利
用
に

も
期
待
し
、
緊
急
時
事
業
継
続
計
画

Ｂ
Ｃ
Ｐ

関
連
事
業
の
拡
大
を
狙
う
。

東
日
本
大
震
災

１
２
年
３
月
期
見
通
し

営
業
益
４
．
５
％
増
２
２
６
４
億
円
震
災
響
く
も
コ
ス
ト
削
減
情
報
サ
ー
ビ
ス
社

決算こぼれ話

　Ｄ
Ｃ
に
安
全
信
頼
性
　

野
村
総
合
研
究
所
社
長
・
嶋
本
正
氏

　
「
東
日
本
大
震
災
を
契
機

に
高
ま
っ
て
い
る
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー

Ｄ
Ｃ

需
要
に
し

っ
か
り
応
え
て
い
き
た
い

が
、
ニ
ー
ズ
が
高
い
安
全
性

や
信
頼
性
に
応
え
ら
れ
る
企
業
は
少
な
い
。
当
社

は
新
Ｄ
Ｃ
に
免
震
や
多
重
化
し
た
電
源
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
」
と
現
状
を
指
摘
す
る
。

　Ｄ
Ｃ
を
復
活
の
端
緒
に
　

Ｉ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
社
長
・
岡
本
晋
氏

　
「
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

２
０
１
２
年
３
月
期
業
績
へ

の
マ
イ
ナ
ス
影
響
が
読
み
切

れ
な
い
。
一
方
、
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー

Ｄ
Ｃ

へ
の
引
き

合
い
が
増
え
て
い
る
。
即
決
し
て
く
れ
た
顧
客
も

お
り
、
Ｄ
Ｃ
を
復
活
の
端
緒
に
し
た
い
」
と
震
災

を
契
機
に
し
た
需
要
増
加
に
期
待
す
る
。

　原
発
問
題
の
余
波
懸
念
　

日
本
ユ
ニ
シ
ス
取
締
役
上
席
常
務

執
行
役
員
・
龍
野
隆
二
氏

　
「
２
０
１
２
年
に
福
井
県

小
浜
市
に
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

Ｄ
Ｃ

を
開
業
す
る
。
原

子
力
発
電
の
安
全
性
が
問
題

と
な
る
中
で
、
福
井
県
内
の

原
発
か
ら
今
後
も
安
定
的
に
電
力
を
確
保
で
き
る

か
ど
う
か
」
と
東
日
本
大
震
災
の
余
波
が
自
社
の

Ｄ
Ｃ
に
及
ぶ
こ
と
を
懸
念
す
る
。

　東
京
の
節
電
に
寄
与
　

さ
く
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

社
長
・
田
中
邦
裕
氏

　
「
大
阪
へ
の
サ
ー
バ
集
約

を
考
え
て
お
り
、
北
海
道
に

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
も
建
設

中
。
東
京
の
節
電
に
寄
与
し

た
い
。
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
事

業
者
な
ら
で
は
の
復
興
支
援
を
す
る
」
。
東
日
本

大
震
災
後
、
ア
ク
セ
ス
が
集
中
し
た
自
治
体
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ミ
ラ
ー
サ
イ
ト
を
設
け
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
、
英
社
買
収
Ｂ
Ｉ
ノ
ウ
ハ
ウ
取
り
込
み

情報サービス 社の 年３月期と 年３月期見通し
売　上　高 営業利益 経常利益 当期利益

ＮＴＴデータ
　 　 　 　
　 　 　 　

野村総合研究所
　 　 　 　
　 　 　 　

ＩＴ　ＨＤ
　
　

伊藤忠テクノソ
リューションズ

　 　 　 　
　 　 　 　

日本ユニシス
　 　
　 　 　 　

ＮＥＣフィール
ディング

　 　
　 　 　 　

新日鉄ソリュー
ションズ

　 　 　 　
　 　 　 　

ＣＳＫ
　 　 　－　

　 　 倍 　－　

富士ソフト
　 　 　
　 　 　

住商情報システ
ム

　 　 　 　
　 　 　 　

ネットワンシス
テムズ

　 　 　 　
　 　 　 　

ＪＢＣＣ　ＨＤ
　 　 　 　
　 　 　 倍

電通国際情報サ
ービス

　 　－　 　－　 　－　
　 　－　

ＤＴＳ
　 　 　 倍
　 　 　 　

三井情報
　
　 　 　 　

兼松エレクトロ
ニクス

　 　 　 　
　 　 　 　

ＪＢＩＳ　ＨＤ
　 　－　 倍 　－　
　 倍 　 　－　

アイネス
　 　 　
　 　 　 　

ＳＲＡ　ＨＤ
　 　 　 　
　 　 　 　

注：単位億円、上段は 年３月期実績、下段は 年３月期見通しカッコ内は前期
比増減率％、 は赤字またはマイナス。ＨＤはホールディングスの略

外
部
記
憶
装
置
の
制
御
ソ
フ
ト
管
理
容
量
４
倍
に
拡
張
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ

　　 ２０１１年 平成２３年 ５月２０日 金曜日 　　 （ ）

　
「
販
売
代
理
店
を
通
さ
ず

に
製
品
の
９
割
以
上
を
直
接

販
売
し
て
い
る
」
。
ワ
ー
ク

ス
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の

安
部
孝
之
プ
ロ
ダ
ク
ト
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
本
部
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
説
明
す
る
。
業
務
用
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
会
社
は
多
数
の
販

売
代
理
店
を
置
く
間
接
販
売

が
当
た
り
前
の
中
、
直
販
に

こ
だ
わ
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
同
社
は
大
企
業
向
け
に
人

事
・
給
与
や
会
計
な
ど
の
業

務
用
ソ
フ
ト
「
カ
ン
パ
ニ

ー
」
シ
リ
ー
ズ
を
販
売
し
て

い
る
。
直
販
に
軸
足
を
置
く

の
は
、
導
入
時
に
顧
客
仕
様

に
微
調
整
す
る
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
が
い
ら
な
い
と
い
う
製
品

の
特
徴
が
あ
る
た
め
だ
。
あ

ら
か
じ
め
各
業
界
や
業
種
特

有
の
商
習
慣
に
対
応
し
て
い

る
こ
と
が
大
き
い
。
年
数
回

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

改

訂

を
無
償
で
行
い
、
法
改

正
な
ど
へ
の
対
応
や
機
能
追

加
も
実
施
し
て
い
る
。

　
シ
ス
テ
ム
構
築

Ｓ
Ｉ

会
社
を
間
に
置
く
と
、
顧
客

が
製
品
を
導
入
す
る
際
に
、

Ｓ
Ｉ
会
社
が
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

を
す
る
た
め
製
品
の
特
徴
を

生
か
せ
な
い
上
、
顧
客
に
と

っ
て
余
分
な
コ
ス
ト
が
発
生

し
て
し
ま
う
。

　
同
社
に
よ
る

と
、
統
合
業
務
パ

ッ
ケ
ー
ジ

Ｅ
Ｒ

Ｐ

大
手
の
独
Ｓ

Ａ
Ｐ
や
米
オ
ラ
ク

ル
の
製
品
で
あ
っ

て
も
、
欧
米
で
は

そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
も
の

を
、
日
本
で
は
商
習
慣
へ
の

対
応
な
ど
の
た
め
に
Ｓ
Ｉ
会

社
が
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
い

る
と
い
う
。
安
部
氏
は
「
両

社
の
欧
米
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
が

本
来
の
ス
タ
イ
ル
」
と
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
不
要
な
の
が
業
務

用
ソ
フ
ト
の
あ
り
方
と
見

る
。
そ
れ
を
貫
く
た
め
の
方

法
が
直
接
販
売
と
い
え
る
。

　
同
社
の
主
力
製
品
は
設
立

し
た

年
前
に
発
売
し
た
人

事
・
給
与
ソ
フ
ト
で
、
保
守

サ
ー
ビ
ス
収
入
が
研
究
開
発

費
を
上
回
っ
て
い
る
。
差
額

で
得
た
利
益
を
研
究
開
発
に

投
資
し
、
製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
を
増
や
し
て
き
た
。
最
近

で
は
保
守
サ
ー
ビ
ス
の
ほ

か
、
給
与
計
算
な
ど
製
品
を

用
い
た
業
務
を
受
託
す
る
サ

ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
が
新
た
な

収
益
源
に
な
っ
て
い
る
。
製

品
販
売
、
保
守
サ
ー
ビ
ス
に

続
く
第
三
の
柱
と
し
て
、

「
そ
れ
ぞ
れ
の
売
上
高
比
率

が
均
等
に
な
る
こ
と
」

安

部
氏

を
目
指
し
て
い
る
。

フ
ァ
イ
ル
交
換
機
能

Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
で
提
供

ヴ
イ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ

　
ヴ
イ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ

Ｖ
Ｉ

Ｏ
、
大
阪
市
中
央
区
、
吉
田

太
社
長
、
０
６
・
６
２
３
３

・
２
６
２
６

は

日
、
大

容
量
フ
ァ
イ
ル
交
換
に
使
う

機
能
と
記
憶
装
置
を
Ｓ
ａ
ａ

Ｓ

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
サ
ー

ビ
ス
提
供

形
式
で
提
供
す

る
「
ア
ル
ゴ
ス
シ
ェ
ア
　
フ

ァ
イ
ル
安
全
便
」
を
発
売
し

た
と
発
表
し
た
。
契
約
し
た

利
用
容
量
以
内
な
ら
ば
ユ
ー

ザ
ー
数
無
制
限
で
利
用
で
き

る
。
容
量

ギ
ガ
は

億

の
場
合
、
初
期
費
用

と
月
額
費
用
は
そ
れ
ぞ
れ

万
５
０
０
０
円
。
初
年
度
２

億
円
の
売
り
上
げ
を
目
指

す
。

　
フ
ァ
イ
ル
交
換
分
野
で

は
、
ユ
ー
ザ
ー
数
に
応
じ
た

従
量
課
金
が
行
わ
れ
る
サ
ー

ビ
ス
が
多
い
。
Ｖ
Ｉ
Ｏ
は
１

人
当
た
り
の
利
用
量
が
少
な

か
っ
た
り
、
ユ
ー
ザ
ー
数
が

頻
繁
に
変
動
し
た
り
す
る
企

業
の
需
要
を
取
り
込
む
狙

い
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
は

日
、

Ｉ
Ｔ
企
業
の
英
コ
ン
テ
ン
ポ

ラ
リ
ー
を
買
収
し
た
と
発
表

し
た
。
ド
イ
ツ
子
会
社
の
ア

イ
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
が
、
コ
ン

テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
の
発
行
済
み

の
全
株
式
を
取
得
し
、
１
０

０
％
出
資
子
会
社
化
し
た
。

買
収
額
は
明
ら
か
に
し
て
い

な
い
が
数
億
円
と
み
ら
れ

る
。
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
を

傘
下
に
収
め
る
こ
と
で
、
同

社
が
持
つ
Ｂ
Ｉ

デ
ー
タ
の

分
析
・
活
用

サ
ー
ビ
ス
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
込
み
、
Ｂ

Ｉ
事
業
の
強
化
を
狙
う
。

　
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
は
英

国
で
公
共
機
関
や
中
堅
企
業

向
け
に
、
独
Ｓ
Ａ
Ｐ
製
の
Ｂ

Ｉ
製
品
「
ビ
ジ
ネ
ス
オ
ブ
ジ

ェ
ク
ツ
」
を
活
用
し
た
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
Ｂ
Ｉ

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。
２
０
１
１
年
３
月
期
の

売
上
高
は
約
４
億
９
０
０
０

万
円
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
は
グ
ロ
ー

バ
ル
で
の
Ｂ
Ｉ
事
業
を
重
点

分
野
に
位
置
づ
け
、
Ｂ
Ｉ
サ

ー
ビ
ス
を
得
意
と
す
る
Ｉ
Ｔ

企
業
の
買
収
を
加
速
し
て
い

る
。
２
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
コ
ー
ナ
ー
ス
ト
ー
ン
、

年
５
月
に
も
米
Ｒ
Ｐ
Ｆ
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
子
会
社
化

し
て
い
る
。

　
高
ま
る
Ｂ
Ｉ
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
体
制
を
整
え
、
海

外
展
開
す
る
企
業
の
Ｉ
Ｔ
サ

ポ
ー
ト
の
強
化
に
つ
な
げ

る
。

ク
ラ
ウ
ド
導
入

セ
ッ
ト
で
提
供

日
本
Ｈ
Ｐ

　
日
本
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ

ッ
カ
ー
ド

Ｈ
Ｐ

は

日
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で

Ｉ
Ｔ
基
盤
な
ど
を
提
供
す
る

ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
環
境
を
早
期
に
導
入
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
「
ク
ラ
ウ
ド

ス
タ
ー
ト
」
を
始
め
た
と
発

表
し
た
。
顧
客
ご
と
に
手
が

け
て
き
た
構
築
作
業
を
メ
ニ

ュ
ー
化
。
ク
ラ
ウ
ド
環
境
に

必
要
な
イ
ン
フ
ラ
基
盤
や
管

理
ツ
ー
ル
、
構
築
サ
ー
ビ
ス

を
セ
ッ
ト
で
提
供
す
る
。

　
イ
ン
フ
ラ
基
盤
に
は
ハ
ー

ド
や
ソ
フ
ト
を
一
体
化
し
た

ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

特
定
用

途
向
け
製
品

「
ブ
レ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
」

を
採
用
。
こ
れ
ま
で
の
ク
ラ

ウ
ド
導
入
実
績
で
培
っ
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
基
に
、
ク
ラ
ウ
ド

環
境
で
必
要
に
な
る
デ
ー
タ

保
全
な
ど
の
機
能
を
顧
客
と

相
談
し
、
最
適
な
構
成
を
決

め
る
。

　
最
短
約

日
間
で
構
築
で

き
る
。
価
格
は
個
別
見
積
も

り
。
　

　
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は

日
、
デ

ィ
ス
ク
ス
ト
レ
ー
ジ

外
部

記
憶
装
置

の
中
位
機
「
ス

ト
ロ
ー
ワ
イ
ズ
Ｖ
７
０
０

０
」
上
で
稼
働
し
、
最
大
管

理
容
量
を
従
来
比
４
倍
の

に
拡
張
で
き
る
新
し
い

制
御
ソ
フ
ト
を
発
売
し
た
と

発
表
し
た
。
価
格
は
約
６
３

７
万
円
か
ら
で
、
６
月

日

に
出
荷
す
る
。

　
使
用
頻
度
に
応
じ
て
デ
ー

タ
を
階
層
間
で
自
動
再
配
置

で
き
る
自
動
階
層
管
理
と
、

他
社
製
品
も
含
め
て
複
数
台

接
続
で
１
台
と
し
て
仮
想
的

に
管
理
で
き
る
二
つ
の
機
能

を
実
現
し
た
。
サ
ー
バ
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
情
報
変
更
や
業

務
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
再

設
計
な
ど
の
作
業
も
せ
ず

に
、
デ
ー
タ
量
増
加
に
伴
っ

て
適
宜
ス
ト
レ
ー
ジ
装
置
を

追
加
で
き
る
。
２
台
の
Ｖ
７

０
０
０
を
並
列
接
続
し
１
台

の
ス
ト
レ
ー
ジ
と
し
て
見
立

て
る
ク
ラ
ス
タ
ー
構
成
も
可

能
。
サ
ー
バ
接
続
す
る
ポ
ー

ト
数
も
２
倍
に
な
る
た
め
、

サ
ー
バ
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
速

度
も
最
大
２
倍
と
な
る
。

　
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

「
マ
ル
チ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

デ
ィ
ザ
ス
タ
・
リ
カ
バ
リ
・

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
は
海
外

も
含
め
た
Ｄ
Ｃ
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
業
務
デ
ー
タ
移
管
。
最

短
２
週
間
で
シ
ス
テ
ム
構
築

す
る
。
６
月
か
ら
９
月

日

ま
で
申
し
込
み
を
受
け
付

け
、
受
け
付
け
開
始
時
か
ら

３
カ
月
間
無
償
提
供
す
る
。

　
サ
ー
ビ
ス
は
、
ス
ト
レ
ー

ジ

外
部
記
憶
装
置

や
通

信
回
線
な
ど
が
セ
ッ
ト
に
な

っ
て
お
り
、
最
大
１

ま

で
の
デ
ー
タ
を
預
け
ら
れ

る
。
納
期
は
２
週
間
か
ら
１

カ
月
程
度
と
通
常
サ
ー
ビ
ス

よ
り
短
期
間
に
設
定
。
無
償

提
供
に
必
要
な
回
線
帯
域
や

Ｄ
Ｃ
の
ス
ペ
ー
ス
な
ど
は
す

で
に
確
保
し
た
。

　
業
務
デ
ー
タ
は
東
京
、
埼

玉
、
神
奈
川
、
大
阪
、
北
海

道
の
国
内
Ｄ
Ｃ
に
加
え
、
米

国
の
サ
ン
ノ
ゼ
、
バ
ー
ジ
ニ

ア
、
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
な
ど
海
外
Ｄ
Ｃ
に
も
保

管
で
き
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ム
は

国
際
通
信
回
線
を
保
有
す
る

強
み
を
生
か
し
、
高
速
で
安

全
な
通
信
環
境
も
併
せ
て
提

供
す
る
。
海
外
に
拠
点
を
持

つ
企
業
は
、
非
常
時
で
も
海

外
拠
点
で
本
社
機
能
の
継
続

が
可
能
に
な
る
と
い
っ
た
長

所
が
あ
る
。

　
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
見
直
し
や
導
入
を

検
討
す
る
企
業
が
増
え
て
い

る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ム
は
自
社
の

サ
ー
ビ
ス
基
盤
を
積
極
的
に

開
放
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
を
側

面
支
援
す
る
。
顧
客
に
無
償

提
供
し
た
後
に
引
き
続
い
て

サ
ー
ビ
ス
利
用
を
促
し
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
関
連
事
業
を
拡
大
し
て

い
く
。

　
情
報
サ
ー
ビ
ス

社
を
集

計
し
た
２
０
１
２
年
３
月
期

連
結
業
績
は
、
営
業
利
益
が

前
期
比
４
・
５
％
増
の
２
２

６
４
億
円
と
な
る
見
通
し

だ
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

Ｉ
Ｔ
投
資
の
抑
制
な
ど
が
懸

念
さ
れ
る
も
の
の
、
販
売
管

理
費
や
外
注
費
な
ど
の
削
減

で
収
益
力
を
高
め
る
。
当
期

利
益
は
Ｃ
Ｓ
Ｋ
が
黒
字
転
換

す
る
見
通
し
の
た
め
同

・

１
％
増
の
１
２
１
４
億
円
に

な
る
。
た
だ
震
災
が
企
業
の

Ｉ
Ｔ
投
資
に
ど
の
程
度
ま
で

影
響
す
る
か
読
み
切
れ
な
い

部
分
が
あ
り
、
不
透
明
な
経

営
環
境
は
続
き
そ
う
だ
。

　

社
の

年
３
月
期
は
Ｎ

Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
と
野
村
総
合
研

究
所

Ｎ
Ｒ
Ｉ

、
伊
藤
忠

テ
ク
ノ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

Ｃ
Ｔ
Ｃ

、
日
本
ユ
ニ
シ

ス
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
の
５
社
が
営
業
増
益
に

転
じ
る
。

社
合
計
の
売
上

高
も
同
１
・
５
％
増
の
３
兆

６
８
９
８
億
円
と
増
収
の
見

通
し
だ
。
た
だ
、
震
災
が

年
秋
に
発
生
し
た
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
に
続
く
経
営
環
境

の
激
変
を
も
た
ら
す
懸
念
が

あ
る
。

　
各
社
ト
ッ
プ
は
今
後
の
経

営
環
境
に
つ
い
て
「
震
災
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
厳

し
い
」

山
下
徹
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ

ー
タ
社
長

、
「
顧
客
の
Ｉ

Ｔ
投
資
の
先
行
き
が
不
透

明
」

嶋
本
正
Ｎ
Ｒ
Ｉ
社

長

と
、
慎
重
な
見
方
を
示

す
。
被
害
の
大
き
い
製
造
業

が
工
場
の
復
旧
を
優
先
し
、

予
定
し
て
い
た
Ｉ
Ｔ
投
資
を

先
送
り
す
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
る
。
自
動
車
向
け
組
み
込

み
ソ
フ
ト
を
開
発
す
る
富
士

ソ
フ
ト
は
「
自
動
車
生
産
の

停
滞
の
影
響
を
受
け
る
可
能

性
が
あ
る
」

坂
下
智
保
常

務

と
し
て
い
る
。

　

社
の

年
３
月
期
決
算

は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

の
影
響
に
よ
り
大
半
の
企
業

が
減
収
減
益
だ
っ
た

年
３

月
期
に
比
べ
て
持
ち
直
し

た
。
Ｉ
Ｔ
投
資
の
回
復
は
依

然
鈍
い
ま
ま
だ
が
、
各
社
は

コ
ス
ト
削
減
で
収
益
を
改
善

し
た
。
た
だ
受
注
が
集
中
す

る
か
き
入
れ
時
の
１
―
３

月
に
震
災
が
直
撃
し
業
績
が

下
ぶ
れ
し
た
企
業
も
あ
る
。

　
Ｉ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

Ｈ
Ｄ

は
傘
下
の
Ｔ
Ｉ
Ｓ

が
手
が
け
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
シ
ス
テ
ム
事
業
が
震
災

の
影
響
を
受
け
た
。
「
デ
フ

レ
で
落
ち
込
ん
で
い
た
デ
ー

タ
の
取
扱
量
が
戻
り
つ
つ
あ

っ
た
」

岡
本
晋
Ｉ
Ｔ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
長

矢
先

に
、
消
費
者
の
自
粛
ム
ー
ド

で
取
扱
量
が
再
び
急
激
に
低

下
し
た
と
い
う
。
日
本
ユ
ニ

シ
ス
は
３
月
に
納
期
が
集
中

し
て
い
た
た
め
「
影
響
を
大

き
く
受
け
た
」

龍
野
隆
二

取
締
役
上
席
常
務
執
行
役

員

。
Ｎ
Ｅ
Ｃ
フ
ィ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
も
震
災
に
伴
い
微
減

収
だ
っ
た
。


